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授業の目的・概要及び達成目標
1.目的・概要�
　　材料の結晶構造の解析における基礎的事項を理解するために，結晶によるＸ線回折の法則および基本�
　的なＸ線回折法による結晶構造の解析法を学習する．�
�
2.達成目標�
 　(1)結晶格子に関する基礎的事項について説明できる．�
 　(2)結晶によるＸ線回折の法則について説明できる．�
 　(3)Ｘ線回折法の基礎的事項および主な方法を説明できる．�
 　(4)粉末法による回折図形の解析法を理解し，簡単な結晶構造解析を行える．�
 　(5)ラウエ法による回折図形を解析し，結晶方位を決定する方法を説明できる．

カリキュラム上の位置づけ
　材料物理学Ｉ，固体構造化学，固体物理学などの授業科目に関連する．

授業の進行予定と授業の進め方
　プリント資料を配付し，黒板に要点等を板書して講義する．�
  1. 材料の構造解析法の概要�
  2.結晶構造の基本的事項 (1)結晶格子�
  3.結晶構造の基本的事項 (2)結晶面，結晶方位�
  4.結晶構造の基本的事項 (3)逆格子�
  5.Ｘ線回折の法則 (1)Ｘ線の物理的性質，原子散乱因子�
  6.Ｘ線回折の法則 (2)ブラッグの法則�
  7.Ｘ線回折の法則 (3)ラウエ式，エヴァルド球�
  8.Ｘ線回折の法則 (4)構造因子�
  9.基本的なＸ線回折法 (1)Ｘ線の発生，検出，Ｘ線回折法とその原理�
 10.基本的なＸ線回折法 (2)粉末法による立方晶の回折図形の解析法�
 11.基本的なＸ線回折法 (3)立方晶以外の結晶の回折図形の解析法�
 12.基本的なＸ線回折法 (4)結晶構造解析の一般的な方法�
 13.基本的なＸ線回折法 (5)ラウエ法による回折図形とステレオ投影図�
 14.基本的なＸ線回折法 (6)ラウエ法による結晶方位の決定�
 15.まとめ，最終試験

授業に関連する
キーワード　　

結晶格子 逆格子 ブラッグの法則 エヴァルド球
構造因子 粉末法 ラウエ法 ステレオ投影図

成績評価の方法
　達成目標(1),(2)については前半の講義の後に中間試験を行い評価する．達成目標(3),(4),(5)について�
は後半の講義の後に最終試験を行い評価する．各達成目標の評価点数が50%以上の場合に合格とし，ひとつ�
の達成目標の評価点数が50%以下の場合には，同目標について講義期間内に再学習とレポート提出を求め，�
50%以上と評価できる場合には合格とする．
教科書・参考書等
参考書：Ｘ線構造解析　早稲田嘉夫・松原英一郎著，内田老鶴圃�
　　　　新版Ｘ線回折要論　カリティ著（松村源太郎訳）アグネ社
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